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まえがき 

 

調布地域情報化推進協議会は、「調布市における市民・市民団体・事業者・教育機

関・公共機関等が連携・協力して、発展の著しいＩＣＴ（情報通信技術）を旨く活用

し地域の活性化・高度化を図り『みんなが笑顔でつながる・ぬくもりと輝きのまち調

布』の発展に寄与すること」を目的としています。 

 

当協議会は発足以来この目標に向けた試みを行うと共に、2018 年度には市民の地域

情報化への関心の所在を把握するためのアンケート調査を実施し、その分析によって

要求度の高い情報を明らかにし、地域活性化に必要な課題を整理してきました。それ

によれば、市民の要求度が高い情報の分野は、防災、医療・介護、子育てなどのであ

ること、次いで関心が高く情報が要求されている分野は地域イベントや生活環境に関

することであること、また教育・スポーツや NPO やサークルなどの地域活動に関する

情報についても関心が高いことが分かりました。これを踏まえて、市民の要求に添う

地域情報が有効に活用されるための課題を検討した結果、効果的な情報発信の方法や

ユーザを十分意識した地域メディアの在り方を追求していく必要があるとの結論を得

ました。 

 

効果的な情報発信の方法は多くの地域に共通する課題であり、その解決の参考にな

る事例も少なからずあることが分かりましたので、好事例のモデルとなっている埼玉

県三芳町の広報誌を手掛けてこられた佐久間智之氏による講演会を 2020 年 1 月に実施

し、その編集方針や手法を学びました。さらに、地域メディアに関して専門家の知見を

学ぶこととし、総務省の「地域情報化アドバイザー派遣制度」を利用して 2020 年 9 月か

ら河井孝仁氏（東海大学文学部広報メディア学科教授）の指導を数回受けました。これ

により地域メディアとして検討すべき種々の側面（フェーズ）を整理しました。 

 

一方、検討対象となる調布地域のメディアの実態と連携・協力の可能性を把握する

ため、それぞれのメディアの関係者との意見交換会を実施しました。連携・協力の最

初の試みとして、市民が直面した関心事での新型コロナウイルス感染拡大予防に向け

た医師会会長による緊急メッセージ（市報掲載）を、各地域メディアが連携して発信

することを行いました。また、ワクチン接種に関する情報発信でも同様の連携発信を

行いました。 

 

2021 年度は、地域メディアが市民に十分知られていないことから、その活用にも限

界がある状況を改善する方策を検討しました。手始めとして、調布 FM をはじめとする

地域メディアを紹介し、あわせて広告媒体としての情報を掲載したチラシを作成し配
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布しました。また、市民が地域活動に参加するきっかけとなる行事を提供している地

域デビュー推進委員会の役員との会合を持ち、その行事の PR を地域メディア連携によ

り実施しました。さらに、デジタル社会に向う上での課題である行政のデジタル化お

よび高齢者のデジタルデバイド解消に関して「調布市のデジタル利活用事業とシニア

向けスマホ講習会報告会」を 3月 2 日に開催し、市内で４つの組織によって実施され

たスマホ講習会の経験と今後の改善策を共有することができました。 

 

これら 2021 年度の調布地域情報化推進協議会の活動内容および次年度以降の活動計

画について、市民による実行団体として設立された NPO 法人調布市地域情報化コンソ

ーシアムが協議会事務局として本報告書を取りまとめました。 
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第 1 章 地域情報化に関する議論の場（調布地域情報化推進協議会）の開催 

 

 調布地域情報化推進協議会は、特定非営利活動法人調布市地域情報化コンソーシアム（以

下、CLIC）を中心に行われていた市民の手による地域情報化と、市が行う地域情報化事業の

推進について、多くの技術の進歩と社会情勢の変化などを踏まえて課題を明らかにし、解決

方法との今後の展開について取りまとめた「調布市の地域情報化 これまでとこれから」

(2013 年 3 月)を受け、2016 年 9 月に設立された団体です。 

 

1-1 今年度の開催状況 

     今年度に開催された同協議会は以下の通りです。 

開催日 主な議題 

4 月 26 日 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

5 月 31 日 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

6 月 30 日 ・地域メディア、広告媒体紹介チラシについて 

・調布スマートシティ協議会の設立について 

・調布市デジタル行政推進アドバイザー募集について 

8 月 3 日 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

9 月 27 日 ・地域メディア、広告媒体紹介チラシについて 

・市民団体がもっとうまく情報発信できるようになるには 

10 月 21 日 ・地域デビュー関連イベントの PR について 

・地域メディア、広告媒体紹介チラシについて 

・シニア向けスマートフォン講習会について 

12 月 2 日 ・地域デビュー関連イベントの PR について（調布地域メディア連携プロ

ジェクト） 

・今後のアクションについて 

＞河井先生の講演会 

＞シニア向けスマホ講習会の報告会 

1 月 20 日 ・地域デビュー関連イベントについて 

・スマートシティ協議会との共催事業について 

・シニア向けスマートフォン講習会 報告会の主催開催について 

2 月 21 日 ・シニア向けスマートフォン講習会 報告会の開催について 

・河井先生の講演会について 

・次年度の取り組みについて 

3 月 16 日 ・シニア向けスマートフォン講習会 報告会開催報告 

・今年度の振り返り 

・次年度の取り組みについて 
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第 2 章 今年度の主な活動 

 

2-1 地域メディア・広告媒体紹介チラシの作成 

 当協議会では「市民団体がもっとうまく情報発信ができるようになるには」をテーマ

に、2020 年度からは「地域メディア」を招いてのヒアリングなども行い、その有効活用に

ついて協議を進めてきました。その中で、市内「地域メディア」をもっと知っていただく

ためのツールとして、「地域メディア」が一覧でわかる紙媒体とウェブサイトの制作をす

ることにしました。 

 

しかしながら、多くの地域メディアでは、市民団体が主催する非営利のイベントなどは

無料で紹介している一方、そうした「無料での紹介」が行えるのは、民間メディアにおい

ては、営利企業からの広告収入があるからであり、まずは、各地域メディアが提供する有

料の広告枠の紹介をメインとした内容とすることにしました。媒体概要は以下の通りで

す。 

 

◆仕様：A3 両面 フルカラー ２つ折り（仕上がり A4）  

◆発行部数：2,000 部 

◆発行日：2021 年 10 月 1 日 

◆配布先：調布市内を対象に、有料広告を検討している事業者に関連した組織 

（調布市商工会、調布市産業振興課、調布市産業労働支援センター、信用金庫など） 

 

・ウェブサイト：https://ccib.sakura.ne.jp/chofumedia/ 
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・紙媒体：表面 

 

・上媒体：中面 
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2-2 地域デビュー歓迎会関連イベントの PR 

 当協議会では地域活性化に向けた取り組みとして「市民団体がもっとうまく情報発信でき

るようになるには」を継続的なテーマとして協議しています。その中で、市民団体が情報発

信する目的は 

・会員増強 

・イベントや催しへの動員 

の２つと考え、会員増強においては、「個別の市民団体の PR の支援」をするよりも、「市

民団体を市民に紹介するイベントの PR」をすることが、より効果的なのではないかと考え

ました。 

 そこで、そうしたイベントを主催する「地域デビュー推進委員会」との協議の場を設け、

また市民に広く PR できるよう「調布地域メディア連携プロジェクト」の取り組みにできる

よう、関係者一同が顔を合わせる会を設置いたしました。 

 

＜調布地域デビュー関連イベント PR に関する打ち合わせの様子＞ 

開催日時：2021 年 10 月 21 日 19 時～ 

会場：たづくり 1002 会議室 

参加者：地域デビュー推進委員会役員、各地域メディア（調布市民放送局、J:COM、調布 FM、、

くろすと～く、調布経済新聞）、調布市文化生涯学習課、デジタル行政推進課、協議会役員

並びに市民） 
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2021 年 11 月 21 日開催：地域デビュー歓迎会 チラシ（表面） 
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チラシ（裏面） 
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2021 年 12 月 6 日・17 日開催：調布再発見チラシ（表面） 
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チラシ（裏面） 
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2022 年 1 月 16 日開催：サークルデビューイベント チラシ（表面） 
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チラシ裏面 
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2022 年 3 月 16 日開催 ボランティアデビュー チラシ 表面 
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裏面 
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◆「調布地域メディア連携プロジェクト」での取り組み 

  ・調布 FM 

   ＞紹介内容：地域デビュー推進会活動内容および地域デビュー歓迎会（11/21）に 

    ついて 

   ＞紹介番組：『生涯学習・市民活動ノススメ』 

   ＞放送日時：2021 年 10 月 24 日（日）11:50-12:00 

         ※再放送は 10 月 27 日（水）10:00-10:10 

 

  ・182ch 

   ＞12 月の再発見イベント、1月のサークルデビューイベントをアプリで掲載 

   ＞11 月末発行号のタウン誌 182ch で掲載 

 

  ・調布経済新聞 

   11 月 11 日と 3月 23 日に記事掲載 

   https://chofu.keizai.biz/headline/3604/ 

   https://chofu.keizai.biz/headline/3704/ 

 

  ・調布市民放送局 

   2022 年 1 月 16 日～31 日 J:COM111ch で 1 日 2 回（8:25～、17:25～） 

 

  ・くろすと～く 

   ＞月刊武蔵野武蔵野くろすとーく」で 11 月 21 日開催の「地域デビュー歓迎会」 

    の模様を令和４年１月号（12 月 25 日発行）で掲載 

 

  ・ちょうふ子育て応援サイト「コサイト」 

   1 月のサークルデビューと３月のボランティアデビューイベントについて掲載 

 

 

◆地域メディアを見て参加した人 

  

  各イベントにおいて、連携プロジェクトの地域メディアを見て参加した、と回答した人

はあまりいなかったが、参加者が増加傾向にあり、一定の効果はあったのでは、という声

も地域デビュー推進委員の中からあがっている。 
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2-3 シニア向けスマホ講習会 報告会の開催 

  

 当協議会で協議テーマとして掲げている「市民団体がもっとうまく情報発信できるよう

になるには」について、市内の市民団体参加者の 50%以上が 60 歳以上のシニア世代となっ

ています。調布市が 2021 年 5 月に宣言した「ゼロカーボンシティ」の取り組みに寄与する

ためにも、市民団体がデジタル的な情報発信を進める必要があるとともに、その情報の主な

受け手となるシニア世代においても、デジタル的な情報受信ができるよう学習の機会を設

けていく必要があると考えています。 

 

 そこで当協議会では、2021 年度に、市内で開催された「シニア向けスマホ講習会」につ

いて、その主催者から現状と課題を報告いただくとともに、市の行政手続きデジタル化や、

「つながり創出による高齢者の健康増進事業～CDC （調布・デジタル・長寿）運動」の進捗

状況の報告をしていただく機会を設け、今後のシニア世代のデジタルデバイド対策につな

げることを目指しました。 

 

・開催日時：2022 年 3 月 2日（水）18:30～20:15 

・開催場所：調布市文化会館たづくり 8階映像シアター及び ZOOM によるハイブリッド 

・参加者数：会場参加 9名、ZOOM 参加 31 名 

 

 スマートフォン講習会の報告会では、以下の 4団体からご報告いただきました。 

・社福）調布市社会福祉協議会 

・調布市北部公民館 

・調布市シルバー人材センター 

・NPO 法人調布市地域情報化コンソーシアム 

 

各団体からは 2021 年度に実施したシニア向けスマートフォン講習会の開催概要や結果、ま

た今後の課題などについてご報告をいただきました。 
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調布市のシニアのデジタル利活用事業とシニア向けスマホ講習会 報告会 開催案内 
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第 3 章 今後の活動について 

 

 当団体では引き続き地域の活性化に資する地域情報の発信のあり方について協議を進め

てまいります。なかでも、地域を活性化するには、市民団体が活性化することと考え、市民

団体が活性化するには、市民団体の情報発信力を向上させることや市民に市民団体の情報

を知っていただく機会（イベントなど）に関する情報発信の支援が必要であると考えていま

す。昨年度、スタートした「調布地域メディア連携プロジェクト」による取り組みを活かし

ながら、このような支援を続けていきたいと考えています。 

 

 また、地域情報全体の発信のあり方も合わせて検討していく必要があると思われます。ス

マートフォンが普及し、情報に触れる機会が著しく増大しているなか、必要な地域情報が市

民に確実に伝わるようにすることが益々困難になっています。まずは、地域情報の最大の発

信元である行政と、そして市民団体のみなさまとも一緒になって、広報のあり方について学

び、検討していきたいと考えています。そして、このような学びや検討の場を「調布スマー

トシティ協議会」の活動ともうまく連携しながら進めていくことができるよう、同協議会と

の情報共有も図っていきます。 
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【参考資料】 

シニア向けスマホ講習会報告会 各団体からの報告資料 
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■報告書作成協力者（50 音順） 

・調布地域情報化推進協議会 幹事 

大槻 昌美 

竹中 裕子 

南條 勉 

平澤 和哉 

三木 哲也 

水田 征吾 

水戸 和幸 

峯水 延浩 

横山 泰治 

 

・市民参加者 

 小柳 久江 様 

 幸  智道 様 

長友 真理子 様 

名取 訓 様 

堀  英樹 様 

山口 英樹 様 

 

 

事務局：特定非営利活動法人調布市地域情報化コンソーシアム（CLIC） 大前勝巳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：特定非営利活動法人調布市地域情報化コンソーシアム(CLIC) 

協力：調布地域情報化推進協議会 


